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猶
予
が
な
い
Ｓ
Ｌ
の
技
術
継
承

西
岡
委
員
（
京
都
地
本
）

現
行
の
賃
金
制
度
に
限
界

大
矢
委
員
（
神
戸
地
本
）

55
歳
以
降
の
調
整
率
撤
廃
を
！

堂
屋
敷
委
員
（
岡
山
地
本
）

平
和
過
ぎ
る
労
使
関
係
に
疑
問
符

石
田
原
委
員
（
大
阪
地
本
）

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
起
こ
り
う
る
」

と
の
考
え
方
を

山
口
委
員
（
西
バ
ス
地
本
）

地
方
の
駅
は
「
何
で
も
屋
」

尾
﨑
委
員
（
福
知
山
地
本
）

「
山
芋
ス
ッ
ポ
ン
」
の
粘
り
と
精
神
力
で

大
谷
委
員
（
中
バ
ス
地
本
）

●
近
年
、
脳
梗
塞
や
心
臓
発
作

な
ど
、
バ
ス
運
転
者
の
健
康
に

起
因
す
る
事
故
が
増
加
し
て
い

る
。
長
時
間
勤
務
の
改
善
と
と

も
に
、
脳
ド
ッ
ク
や
心
臓
ド
ッ

ク
の
補
助
制
度
を
充
実
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

36
協
定
に
よ
り
、「
２
週
間
に

１
回
休
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

10
日
以
上
連
続
で
勤
務
し
て
い

る
バ
ス
運
転
手
も
多
い
。
Ｊ
Ｒ

連
合
、
自
動
車
連
絡
会
と
も
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
環
境
作
り

を
進
め
て
い
く
。

●
55
歳
以
上
の
基
本
給
調
整
率

廃
止
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働

く
み
ん
な
の
願
い
で
あ
る
。
健

康
な
人
は
55
歳
を
過
ぎ
て
も
、

以
前
と
同
じ
仕
事
な
ら
１
０
０

%
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、

働
き
方
に
応
じ
て
調
整
率
を
決

め
る
こ
と
が
、
誰
も
が
安
定
的

に
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
で

は
な
い
か
。
本
部
に
は
ぜ
ひ
考

え
て
頂
き
た
い
。

●
昨
年
ま
で
西
バ
ス
に
存
在
し

て
い
た
西
労
が
い
な
く
な
っ

た
。
悲
願
の
一
企
業
一
組
合
を

目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

は
、
当
該
運
転
士
の
フ
ォ
ロ
ー

体
制
を
取
っ
て
き
た
。
昨
年
12

月
27
日
に
当
該
運
転
士
が
略
式

起
訴
を
受
け
た
。
西
労
は
自
分

達
の
過
去
は
棚
上
げ
し
、
本
人

の
気
持
ち
を
考
え
な
い
掲
示
を

く
り
返
し
て
い
る
。
引
き
続
き

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

●
昨
年
８
月
23
日
に
、
私
た
ち

の
仲
間
が
、
支
社
ビ
ル
の
中
で
、

自
ら
の
命
を
絶
つ
と
い
う
事
象

が
発
生
し
た
。
直
後
に
、
緊
急

職
場
集
会
を
開
催
し
、
情
報
収

集
に
あ
た
っ
た
が
、
原
因
は
現

在
も
不
明
で
あ
る
。

　

間
接
部
門
で
働
く
組
合
員
に

対
し
て
、
職
場
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
基

に
会
社
と
協
議
し
改
善
を
求
め

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
、

「
業
務
の
平
準
化
が
進
ん
で
い

な
い
」
と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
。

大
事
象
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
乗
客
の
一
人
が
怪
我
を
さ

れ
、
仲
間
に
迷
惑
を
掛
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

　

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
は
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は
非
懲

戒
」
と
い
う
制
度
が
ま
だ
な
い
。

責
任
追
及
で
は
な
く
、
発
生
状

況
や
背
後
要
因
も
踏
ま
え
た
上

で
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
は

起
こ
り
う
る
」
と
の
考
え
方
を

会
社
に
提
起
し
て
い
る
。

て
」
と
題
し
、
講
演
を
い
た
だ

い
た
。
権
威
勾
配
を
超
え
、
何

で
も
言
い
合
え
る
職
場
環
境
を

構
築
す
る
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

●
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ

ス
瑞
風
の
運
行
の
成
功
等
、
地

域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
主

体
的
に
行
っ
て
い
る
の
は
地
方

で
あ
る
。
地
方
に
光
が
差
し
込

む
明
る
い
話
題
を
お
願
い
す
る
。

●
地
方
の
駅
は
「
何
で
も
屋
」

で
あ
る
。
こ
の
季
節
は
、
管
区

内
の
駅
の
除
雪
作
業
。
春
が
来

れ
ば
除
草
作
業
。
夜
間
に
は
獣

害
動
物
の
恐
怖
と
闘
い
な
が
ら

の
作
業
。
現
場
の
最
前
線
で
業

務
を
行
っ
て
い
る
、
工
務
関
係

社
員
の
諸
手
当
の
改
善
、
エ
リ

ア
手
当
の
改
善
を
お
願
い
す
る
。

●
要
員
不
足
に
よ
り
年
休
消
化

が
で
き
ず
、
３
月
末
時
点
で
相

当
数
の
失
効
が
出
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
実
態
調
査
を
要
請

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
支
社
と

の
交
渉
に
臨
み
た
い
。

●
契
約
社
員
が
、
５
年
の
在
籍

中
に
、
実
務
認
定
A
ラ
ン
ク

以
上
を
取
得
し
た
場
合
の
社
員

登
用
や
、
運
転
業
務
を
必
要
と

し
な
い
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
社

員
登
用
等
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と

一
体
と
な
っ
た
柔
軟
な
社
員
運

用
や
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ

ク
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

う
事
象
が
発
生
。
３
日
間
緊
急

職
場
集
会
を
開
催
し
、
白
壁
部

長
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
契
約
社
員
は
３
月
末
に

Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
退
職
し
、
４
月

か
ら
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
入
社
が
決

ま
っ
て
い
る
。
西
労
は
、
駅
を

中
心
に
、
正
社
員
試
験
を
不
合

格
と
な
っ
た
組
合
員
に
対
し
、

「
西
労
に
加
入
し
た
ら
貨
物
会

社
を
紹
介
す
る
」
な
ど
と
誘
い

を
か
け
て
い
る
。

●
２
０
１
５
年
２
月
13
日
に
発

生
し
た
八
人
山
踏
切
事
故
で

●
東
名
高
速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
を
通

り
過
ぎ
て
、
本
線
上
で
停
車
し
、

本
線
を
後
退
す
る
と
い
う
、
重

●
昨
年
９
月
20
日
に
、
福
知
山

支
社
初
の
死
亡
労
災
事
故
を
発

生
さ
せ
て
し
ま
っ
た

　
「
安
全
の
集
い
」
で
は
、
航

空
連
合
の
内
藤
事
務
局
長
に
、

「
航
空
業
界
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

雇
用
が
大
前
提
で
あ
る
。
55
歳

以
降
に
な
っ
て
も
、
業
務
内
容

は
変
わ
ら
な
い
。
責
任
も
変
わ

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
技
術
継
承

が
求
め
ら
れ
、
む
し
ろ
業
務
量

は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
賃
金

は
下
が
る
。
こ
れ
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
、
働
き
続
け

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
55
歳
以
降
の
調
整
率
の
撤

廃
を
お
願
い
し
た
い
。

●
１
月
13
日
に
、
契
約
社
員
の

組
合
員
が
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
脱

退
し
、
西
労
へ
加
入
す
る
と
い

　

健
全
な
労
使
関
係
は
、
労
使

双
方
で
築
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
の
で
、
ま
ず
、
本
部
・
本

社
間
で
「
あ
る
べ
き
労
使
関
係
」

を
構
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
す
る
。

●
旬
な
時
に
旬
な
取
り
組
み
を

す
る
の
が
西
労
組
。
身
だ
し
な

み
に
要
す
る
時
間
や
年
休
未
消

化
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
責
任

組
合
と
し
て
き
っ
ち
り
整
理
を

お
願
い
し
た
い
。
里
内
副
委
員

長
の
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
作
戦
を
期
待

し
、「
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
の
一
時

金
」
を
3
月
末
ま
で
に
お
願
い

し
た
い
。

触
車
事
故
に
よ
り
、
協
力
会
社

社
員
の
死
亡
事
故
を
発
生
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。

　

新
幹
線
で
の
重
大
イ
ン
シ
デ

ン
ト
の
発
生
を
受
け
て
、
岡
山

駅
に
検
修
社
員
が
常
駐
し
、
異

常
時
対
応
へ
の
体
制
変
更
な

ど
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
鉄
道
固
有
の
技
術
は
、
長
期

れ
た
技
術
・
技
能
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の
安
全
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
組

合
員
か
ら
の
声
が
、
経
営
ト
ッ

プ
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
な
ぜ
伝

わ
ら
な
い
の
か
。
会
社
側
の
担

当
に
も
組
合
経
験
の
な
い
人
が

増
え
て
き
て
い
る
。
平
和
過
ぎ

る
労
使
関
係
に
も
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

●
昨
年
は
、
２
月
11
日
、
岡
山

地
本
管
内
の
糸
崎
駅
構
内
で
の

●
２
月
１
日
に
、「
Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全
考
動
計

画
２
０
２
２
」
が
公
表
さ
れ
た
。

新
計
画
で
は
、
福
知
山
線
列
車

脱
線
事
故
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
鉄
道
事
故
の
教
訓
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
鉄
道

の
安
全
の
基
盤
は
人
材
で
あ

り
、
そ
の
人
材
に
よ
っ
て
培
わ

事
象
も
あ
っ
た
。

●
慢
性
的
な
運
転
手
不
足
。
決

し
て
高
く
な
い
賃
金
に
13
日
連

続
勤
務
が
重
な
り
、
魅
力
が
伝

わ
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
路

線
の
維
持
も
困
難
な
状
況
に
な

り
か
ね
な
い
。

●
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
平
成
29
年

度
上
期
の
経
営
業
績
は
、
近
場

の
高
速
線
や
貸
切
が
好
調
だ
っ

た
が
、
軽
油
価
格
の
上
昇
や
賃

金
制
度
改
正
で
、
対
前
年
で
増

収
・
減
益
と
な
っ
た
。
瑞
風
バ

ス
に
は
、
長
期
間
の
研
修
や
訓

練
が
あ
っ
て
、
無
事
運
行
が
で

き
た
と
確
信
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
春
闘
で
も
、
原
点

に
立
ち
返
り
、
山
芋
の
よ
う
な

粘
り
強
さ
と
ス
ッ
ポ
ン
の
よ
う

に
食
ら
い
つ
い
た
ら
離
さ
な
い

精
神
力
で
臨
み
た
い
。

最
終
的
に
鉄
道
の
安
全
を
守

り
、創
る
の
は
、我
々
働
く
「
人
」

で
あ
る
。

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
名
の
下
に

景
気
拡
大
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。

株
主
へ
の
配
当
や
内
部
留
保
の

割
合
が
上
昇
し
て
い
る
の
に
、

労
働
へ
の
対
価
で
あ
る
労
働
分

配
率
は
低
下
し
続
け
て
い
る
。

　

鉄
道
の
安
全
を
守
る
の
は
、

働
く
「
人
」
で
あ
り
、そ
の
「
人
」

へ
の
投
資
で
あ
る
賃
金
に
つ
い

て
、正
当
な
配
分
を
求
め
て
い
く
。

一
時
金
も
ぜ
ひ
要
求
を
。

●
電
通
新
入
社
員
の
過
労
自
殺

以
降
、
長
時
間
労
働
の
是
正
を

始
め
と
す
る
「
働
き
方
改
革
」

が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
契
約
社

員
の
関
係
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

●
明
石
車
掌
区
で
は
、
20
名
の

女
性
社
員
が
育
休
中
で
、
一
方

復
職
も
控
え
て
い
る
。
シ
ニ
ア

社
員
の
仕
事
と
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
、
平
等
に
キ
ャ
リ
ア
形
成

で
き
る
制
度
を
。

●
骨
太
運
用
に
つ
い
て
、
賃
金

制
度
改
正
と
セ
ッ
ト
で
考
え
て

は
ど
う
か
。

●
来
年
実
施
さ
れ
る
統
一
地
方

選
挙
に
お
い
て
、
組
織
内
候
補

の
栗
山
ま
さ
し
兵
庫
県
議
会

議
員
の
再
選
に
総
力
を
結
集
す

る
。
ま
た
、
今
回
栗
山
議
員
の

選
挙
区
、
西
宮
市
を
含
む
「
連

合
西
阪
神
地
協
」
に
加
盟
し
た
。

中
央
本
部
の
強
力
な
後
方
支
援

を
お
願
す
る
。

に
、
執
行
委
員
の
「
か
じ
わ
ら

英
樹
」
君
が
、
京
都
府
議
選
山

科
選
挙
区
か
ら
立
候
補
す
る
。

京
都
地
本
一
丸
と
な
り
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
年
末
年
始
輸
送
・
第
３
四
半

期
決
算
も
好
調
。
５
年
連
続
の

ベ
ア
・
諸
手
当
・
年
間
臨
給
の

満
額
回
答
を
引
き
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
京
都
地
本
と
し
て

も
し
っ
か
り
支
え
て
い
く
。

　

檄
布
行
動
を
は
じ
め
、「
第

21
回
京
都
駅
ビ
ル
大
階
段
駈
け

上
が
り
大
会
」で
は
、け
が
の
な

い
よ
う
、
裏
方
で
頑
張
り
た
い
。

●
昨
年
は
２
月
と
９
月
に
、
協

力
社
員
の
死
亡
労
災
事
故
。
12

月
11
日
に
は
、
の
ぞ
み
34
号
の

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
。
多
く
の

Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
合
員
が
、
社
会

か
ら
の
厳
し
い
視
線
の
中
、
業

務
を
行
っ
た
。
ど
ん
な
に
シ
ス

テ
ム
や
技
術
が
進
歩
し
て
も
、

工
事
、
ホ
―
ム
柵
の
設
置
な

ど
、
多
く
の
業
務
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
工
事
の
平
準
化
は
も

ち
ろ
ん
、
ル
ー
ル
や
手
順
を
守

り
、
業
務
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
、
会
社
に
強
く
申
し
入
れ

て
頂
き
た
い
。

●
約
1
年
後
の
統
一
地
方
選
挙

●
昨
年
11
月
に
、
１
名
の
脱
退

者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
中
バ

ス
地
本
で
は
、
国
労
の
組
合
員

２
名
が
自
己
都
合
退
職
し
、
残

り
３
名
と
な
っ
た
こ
と
で
認
識

へ
の
甘
さ
が
あ
っ
た
。

●
昨
年
１
月
に
「
呉
ド
リ
ー
ム

大
阪
号
」
を
運
行
中
、
乗
務
員

●
今
年
の
４
月
25
日
で
、
福
知

山
線
列
車
脱
線
事
故
か
ら
13
年

が
経
過
す
る
。
福
知
山
線
列
車

脱
線
事
故
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、
今
後
も
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　

２
月
１
日
に
新
た
な
安
全
計

画
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
鉄

道
安
全
考
動
計
画
２
０
２
２
」

が
発
表
さ
れ
た
。
目
標
達
成
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
こ
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
た
い
。

●
Ｓ
Ｌ
の
技
術
継
承
に
つ
い
て

は
、
動
態
保
存
に
時
間
的
猶
予

が
な
い
。
近
畿
統
括
本
部
に
は
、

強
く
そ
の
事
を
伝
え
て
い
る

が
、
本
部
の
お
力
添
え
も
お
願

い
す
る
。

●
京
都
エ
リ
ア
で
は
、
３
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
総
持
寺
駅
の

新
駅
開
業
、
来
年
、
京
都
鉄
道

博
物
館
最
寄
り
の
新
駅
開
業
、

奈
良
線
の
複
線
化
な
ど
、
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
Ｃ
Ｓ
・
Ｅ
Ｓ

　
全
体
質
疑

が
体
調
不
良
に
よ
り
、
Ｓ
Ａ
で

仮
眠
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
大
き

く
寝
過
し
、
お
客
様
を
長
時
間

に
わ
た
り
車
内
に
閉
じ
込
め
る

と
い
う
事
象
が
発
生
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
、「
夜
行

高
速
バ
ス
運
行
モ
ニ
タ
ー
室
」

を
開
設
し
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
高
速

バ
ス
の
運
行
状
況
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
非
常
時
の
危
機
管
理

体
制
を
強
化
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
、
他
労
組

組
合
員
が
、
回
送
中
に
携
帯
電

話
を
使
用
し
、
第
三
者
か
ら
バ

ス
協
会
へ
通
報
さ
れ
る
と
い
う


